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合併から10年
平成26年度  市の施政方針と当初予算の概要
特  

集 さらなる飛躍へ

重点戦略 1

ス
ト
ッ
プ
少
子
化
・
若
者
定
住

妊
産
婦
・
中
学
生
ま
で
の
医
療
費

助
成

市
独
自
に
小
学
４
年
生
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
の
医
療
費
を
助
成
。

所
得
超
過
に
よ
る
県
制
度
非
該
当

者
も
助
成
﹇
５
６
２
３
万
円
﹈

ま
た
、
妊
産
婦
に
つ
い
て
、
県
制

度
で
は
対
象
と
な
ら
な
い
産
婦
人

科
以
外
の
疾
病
の
医
療
費
を
助
成
。

所
得
制
限
撤
廃
﹇
１
２
４
万
４
千

円
﹈

不
育
症
治
療
費
の
助
成

実
施
中
の
不
妊
治
療
費
の
助
成
に

加
え
、
妊
娠
し
て
も
胎
児
が
育
た

な
い
不
育
症
治
療
費
の
助
成
を
新

た
に
実
施
﹇
30
万
円
﹈

第
３
子
以
降
の
保
育
園
・
幼
稚
園

の
保
育
料
無
料
化

保
育
園
・
市
立
幼
稚
園
に
通
う
第

３
子
以
降
児
の
保
育
料
を
無
料
化

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

か
な
さ
ご
う
児
童
ク
ラ
ブ
を
新
た

に
開
設
↓
全
小
学
校
区
で
設
置

﹇
７
７
５
２
万
３
千
円
﹈

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
に
歯
止
め
を
か
け
、
市
・
市
民
が
将
来
に
向
か
っ
て
元
気
で
あ
り
続
け

る
た
め
に
、
未
来
を
担
う
若
者
が
定
住
し
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
に

努
め
る
と
と
も
に
、
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

新
婚
家
庭
家
賃
助
成

市
内
の
民
間
賃
貸
住
宅
に
居
住
す

る
新
婚
家
庭
に
対
し
月
２
万
円
を

助
成
﹇
５
４
３
５
万
３
千
円
﹈

民
間
賃
貸
住
宅
建
築
助
成

新
た
に
市
内
に
民
間
賃
貸
住
宅
を

建
て
た
所
有
者
に
対
し
、
新
婚
家

庭
等
の
入
居
割
合
に
応
じ
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
１

／
２
相
当
額
（
最
大
）
を
助
成

﹇
91
万
６
千
円
﹈

定
住
促
進
助
成

平
成
22
年
か
ら
平
成
23
年
中
に
市

内
に
住
宅
を
取
得
し
た
子
育
て
世

帯
等
に
対
し
、
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
１
／
２
相
当
額
（
上

限
10
万
円
）を
助
成﹇
１
２
９
８
万

円
﹈

住
宅
取
得
等
助
成

市
内
に
住
宅
を
取
得
し
た
子
育
て

世
帯
等
に
対
し
、
新
築
20
万
円
、

築
後
1
年
以
上
10
年
未
満
15
万

円
、
築
後
10
年
以
上
10
万
円
を
助

成
。
ま
た
、
住
宅
を
増
築
し
た
三

世
代
同
居
者
等
に
対
し
、
増
築
費 

用
の
一
部
（
上
限
20
万
円
）
を
助

成
﹇
２
６
０
０
万
円
﹈

結
婚
相
談
セ
ン
タ
ー
の
運
営

「
Ｙ
Ｏ
Ｕ
愛
ネ
ッ
ト
」
に
よ
る

結
婚
相
談
・
紹
介
、
独
身
者
の

交
流
会
や
研
修
会
、
独
身
者
の

子
を
も
つ 

親
の
集
い
の
実
施

﹇
４
０
５
万
２
千
円
﹈

地
域
お
こ
し
協
力
隊

総
務
省
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

事
業
」
を
活
用
し
、
７
人
（
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
含
む
）
の
協
力
隊
員
に

よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図
る
。
ま

た
、
外
部
専
門
家
に
よ
り
地
域
活

性
化
・
定
住
を
支
援

常陸太田市・金砂郷町・水府村・里美村が合併して 10 年を迎える平成 26 年。
大久保太一市長は、先月の市議会定例会において、「それぞれの地域が誇る歴史や文
化、伝統、まちづくりへの取り組みを継承しながら、市民の皆様と積み重ねてきたこ
の 10 年。この節目の年に改めて〝合併して良かった〟と実感していただけるよう努
めてまいりたい」と述べました。
将来に向かって夢と希望にあふれ、さらなる「飛躍」につなげるための施策の概要を、
第 5次総合計画後期基本計画の 6つの重点戦略に沿って、ご紹介します。

※
﹇　
　

﹈
内
は
Ｈ
26
当
初
予
算
額
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【特集】合併から 10 年   さらなる飛躍へ

重点戦略 2

重点戦略 3

ふ
る
さ
と
の
未
来
を
託
す
人
づ
く
り
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
イ
づ
く
り

災
害
に
み
ん
な
で
備
え
る
安
全
・
安
心
な

ま
ち
づ
く
り

総
務
部
に
防
災
対
策
課
を
新
設

地
域
防
災
体
制
の
強
化
、
頻
発
す
る
災
害
へ

の
対
応
や
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
、
自
主

防
災
組
織
の
活
性
化
な
ど
を
推
進

金
砂
郷
地
区
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の

改
訂

金
砂
郷
地
区
の
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
更
新
﹇
４
１
９
万
円
﹈

消
防
救
急
無
線
等
共
同
化
整
備

県
内
21
消
防
本
部
が
共
同
で
整
備
す
る
消
防

救
急
無
線
・
指
令
セ
ン
タ
ー
の
整
備
（
平
成

25
年
度
〜
28
年
度
）﹇
１
億
１
１
９
３
万
円
﹈

里
美
小
・
中
学
校
の
整
備

里
美
中
と
里
美
小
の
共
用
体
育
館
の
建
設
、

プ
ー
ル
の
補
修
等
﹇
３
億
９
９
０
５
万
３
千

円
﹈

金
砂
郷
地
区
統
合
中
学
校
の
整
備

平
成
27
年
度
に
開
校
予
定
の
２
階
建
て
校
舎

を
整
備
﹇
Ｈ
26
：
５
億
７
９
９
９
万
１
千
円
、

Ｈ
27
：
５
億
４
５
０
０
万
円
﹈

山
田
小
学
校
・
太
田
中
学
校
体
育
館
の
耐
震

化平
成
25
年
度
補
正
予
算
で
実
施
。
平
成
26
年

度
中
に
学
校
教
育
施
設
の
耐
震
化
事
業
が
す

べ
て
完
了
﹇
１
億
６
６
０
０
万
円
程
度
﹈

い
じ
め
・
不
登
校
の
未
然
防
止
（
Ｑ
Ｕ
ア
ン

ケ
ー
ト
）

小
学
４
年
生
〜
中
学
３
年
生
対
象
。
い
じ
め

被
害
や
不
登
校
に
至
る
可
能
性
の
高
い
児
童

生
徒
を
早
期
に
発
見
。
未
然
防
止
を
図
る

﹇
１
６
６
万
１
千
円
﹈

エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活
動
の
推
進

地
元
学
に
取
り
組
む
新
規
地
区
の
開
拓
や
取

り
組
み
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
図
り
、
よ
り

強
い
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
醸
成
。
さ
ら
に

継
続
的
な
発
展
的
活
動
と
な
る
よ
う
関
係
機

関
等
と
連
携
し
て
、
各
種
事
業
へ
の
展
開
を

推
進

次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
健
や
か
に
、
心
豊
か
に
、
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い

く
よ
う
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
支
え
て

い
く
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

地
震
・
風
水
害
等
の
自
然
災
害
に
備
え
て
迅
速
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
消
防
・
防

災
体
制
の
強
化
や
道
路
・
橋
梁
・
河
川
・
情
報
基
盤
等
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
市
民
自
ら
が
取
り
組
む
防
災
・
防
犯
活
動
等
と
協
働
し
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

消
防
無
線
単
独
整
備
事
業

消
防
団
無
線
機
器
を
デ
ジ
タ
ル
方
式
の
無
線

機
器
に
更
新
（
車
載
無
線
61
式
、
携
帯
無
線

67
式
、
固
定
無
線
4
式
）﹇
１
６
３
３
万
円
﹈

防
火
水
槽
整
備
事
業

防
火
水
槽
４
基
整
備
（
小
島
町
、
下
利
員
町
、

天
下
野
町
、
小
中
町
）﹇
２
千
40
万
円
﹈

太
陽
光
発
電
設
備
等
設
置
補
助

太
陽
光
発
電
設
備
、
高
効
率
給
湯
器
の
設
置

費
用
に
対
す
る
補
助
﹇
４
８
４
０
万
円
﹈

上深荻・大菅町で行われた
「WAO夏の大冒険 2013」

現在の南中。北中と統合し、この
場所で新たなスタートを切る

里美中と棟続きの里美小校舎
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重点戦略 4

重点戦略 5

地
域
産
業
の
振
興
と
に
ぎ
わ
い
創
出
に
よ
る

元
気
づ
く
り

地
域
で
支
え
合
う　

い
き
い
き
健
康
・
福
祉
の

環
境
づ
く
り

複
合
型
交
流
拠
点
施
設（
道
の
駅
）整
備
事
業

平
成
28
年
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
、
農
林
畜
産

業
の
振
興
・
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
る
た

め
、
計
画
用
地
の
取
得
と
造
成
工
事
の
着

手
、
施
設
等
の
実
施
設
計
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
施
設
の
運
営
母
体
と
な
る
第
３
セ

ク
タ
ー
の
設
置
に
向
け
た
諸
準
備
を
推
進

﹇
３
億
３
１
２
万
５
千
円
﹈

健
康
増
進
計
画
を
策
定

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
主
体
的
に
健
康
づ
く

り
に
か
か
わ
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
、

社
会
全
体
で
総
合
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め

の
各
種
方
策
を
明
確
に
し
た
指
針
を
策
定

臨
時
福
祉
給
付
事
業

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
所
得
の
低
い

世
帯
へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
臨
時
的

な
措
置
と
し
て
支
給
対
象
者
１
人
当
た
り

1
万
円
を
給
付﹇
１
億
５
４
７
２
万
４
千
円
﹈

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
事
業

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、
子
育
て
世
帯

へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
臨
時
的
な
措

置
と
し
て
支
給
対
象
児
童
１
人
当
た
り
１
万

円
を
給
付
﹇
４
７
０
２
万
５
千
円
﹈

企
業
誘
致
等
に
よ
り
雇
用
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
農
商
工
・
観
光
等
基
幹
産
業
の
再
生
・
復
興
を
図
り
、
そ
れ
ら
を
支
え
る
担
い

手
づ
く
り
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

年
齢
や
性
別
、
障
害
の
有
無
な
ど
に
か
か
わ
り
な
く
、
市
民
だ
れ
も
が
住
み
な
れ
た

地
域
の
中
で
、
こ
こ
ろ
も
か
ら
だ
も
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
が
享
受
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
推
進
事
業

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
位
置
付
け
ら
れ
た
認

定
農
業
者
・
経
営
体
等
を
支
援
し
、
農
地

の
集
積
化
、
地
域
の
中
心
と
な
る
経
営
体

の
育
成
や
新
規
就
農
者
の
増
加
等
を
図
る

﹇
１
９
６
７
万
３
千
円
﹈

有
害
鳥
獣
・
病
害
虫
等
被
害
防
止
対
策
事
業

有
害
鳥
獣
捕
獲
（
年
４
回
）、
有
害
鳥
獣
等

被
害
防
止
（
電
気
柵
購
入
助
成
、
水
稲
病
害

虫
空
中
防
除
費
助
成
等
）﹇
１
２
３
９
万
１
千

円
﹈

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
補
助
事
業

消
費
拡
大
に
よ
る
地
域
経
済
・
小
売
店
等
の

活
性
化
（
１
冊
１
万
１
千
円
の
商
品
券
を

１
万
冊
発
行
予
定
）﹇
１
１
０
０
万
円
﹈

観
光
情
報
誌
作
成
事
業

筑
波
銀
行
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
地
域
振
興
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
観
光
情
報
誌
「
る
る
ぶ
」

を
作
成
、
誘
客
を
促
進
﹇
６
２
５
万
円
﹈

水
戸
徳
川
家
墓
所
保
存
事
業

水
戸
徳
川
家
墓
所
（
瑞
竜
山
）
整
備
補

助
（
御
装
束
所
改
修
、
長
屋
門
改
修
）

﹇
１
１
７
９
万
４
千
円
﹈

予
防
接
種
事
業

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
日
本
脳
炎
、
肺
炎

球
菌
、
麻
し
ん
風
し
ん
等
予
防
接
種

﹇
１
億
１
４
９
７
万
４
千
円
﹈

各
種
検
診
事
業

乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
、
結
核

肺
が
ん
検
診
、
大
腸
が
ん
検
診
、
胃
が

ん
検
診
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
等

﹇
５
６
５
７
万
３
千
円
﹈

複合型交流拠点施設（道の駅）完成予想図〈イメージ〉
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重点戦略 6

市民・行政

市
民
生
活
を
支
え
る
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
行
政
力
改
革

の
取
り
組
み

交
通
対
策
事
業

市
民
バ
ス
11
コ
ー
ス
の
運
行
（
損
失
補
償
）、

予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
（
損
失
補

償
）、
地
域
に
必
要
な
民
間
事
業
者
の
運
行

す
る
バ
ス
路
線
に
対
す
る
赤
字
相
当
分
の

補
助
、
高
校
生
の
路
線
バ
ス
定
期
券
購
入

費
用
の
一
定
額
を
超
え
る
部
分
の
助
成
等

﹇
７
８
０
３
万
７
千
円
﹈

橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
事
業

橋
り
ょ
う
（
久
根
下
橋
、
町
屋
橋
、
伊
保
竹

橋
、
大
菅
橋
、
大
石
橋
、
古
輪
橋
）
の
長
寿

命
化
を
図
る
た
め
の
修
繕
工
事﹇
６
千
万
円
﹈

市
民
提
案
型
ま
ち
づ
く
り
事
業

市
民
団
体
・
グ
ル
ー
プ
等
が
主
体
的
に
企
画

実
施
す
る
事
業
へ
の
補
助
を
行
い
、
市
民
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
（
は
じ
め
の
一
歩

事
業
１
団
体
10
万
円
ま
で
、
市
民
提
案
事
業

１
団
体
30
万
円
ま
で
）﹇
４
８
０
万
円
﹈

地
域
集
会
所
整
備
事
業

地
域
集
会
所
の
新
築
（
改
築
含
む
）、
増
築
・

改
修
に
係
る
経
費
の
１
／
２
以
内
の
額
を
補

助
（
新
築
・
改
築
＝
限
度
額
６
０
０
万
円
、

増
築
＝
限
度
額
２
５
０
万
円
、
改
修
＝
限
度

額
１
５
０
万
円)

﹇
２
９
５
万
円
﹈

大
学
等
連
携
事
業

茨
城
大
学
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学
、
常
磐

大
学
、
清
泉
女
子
大
学
の
４
大
学
と
連
携
し
、

地
域
お
こ
し
に
係
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
と
お

し
て
実
践
活
動
を
実
施﹇
１
１
７
万
６
千
円
﹈

通
勤
、
通
学
、
通
院
、
買
い
物
と
い
っ
た
市
民
の
生
活
活
動
が
し
や
す
く
な
る
よ

う
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
、
路
線
バ
ス
等
の
公
共
交
通
を
補
完
す
る
手

段
の
確
保
を
図
る
と
と
も
に
、
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
が
信
頼
関
係
を
確
立
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
適
切
な
役
割
と
責

任
を
分
担
し
、
補
完
し
合
い
、
共
に
考
え
、
協
力
し
な
が
ら
、
将
来
像
実
現
に
向
け

て
『
市
民
力
改
革
』
と
『
行
政
力
改
革
』
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

道
整
備
交
付
金
事
業

磯
部
天
神
林
線
（
道
路
改
良
舗
装
工
事
、
用

地
取
得
、
家
屋
樹
木
等
補
償
）、
大
門
幹

線
（
道
路
改
良
舗
装
工
事
、
家
屋
樹
木
等
補

償
）、
亀
作
西
真
弓
線
（
用
地
取
得
、
家
屋

樹
木
等
補
償
）、
西
河
内
幹
線
（
道
路
改
良

舗
装
工 

事
、用
地
取
得
、家
屋
樹
木
等
補
償
）

﹇
１
億
９
８
１
１
万
円
﹈

県
営
農
林
道
整
備
事
業

県
営
県
北
東
部
地
区
広
域
農
道
整
備
負
担
金
、

奥
久
慈
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
林
道
整
備
負
担
金

﹇
５
２
４
８
万
１
千
円
﹈

自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
の
廃
止

利
用
者
が
減
少
し
、
施
設
の
老
朽
化
等
に
よ

り
維
持
管
理
費
が
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
た
め
、
経
営
的
な
視
点
か
ら
の
見
直
し

に
よ
り
施
設
を
廃
止
し
、
管
理
経
費
を
削
減

﹇
削
減
額
３
６
９
万
７
千
円
﹈

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
里
美
セ
ン
タ
ー
の
調
理

業
務
委
託

民
間
事
業
者
へ
の
委
託
に
よ
る
人
件
費
等
の

削
減
﹇
削
減
額
９
２
９
万
２
千
円
﹈

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
の
導
入

指
定
管
理
の
導
入
に
よ
り
、
管
理
経
費
等
を

削
減
﹇
削
減
額
２
９
５
２
万
６
千
円
﹈

市民バス

路線バス町屋橋

県北東部広域農道の（仮称）
十国峠トンネル起工式が 3
月に行われた

子育て調査隊ひこうき雲
のおひさま cafe
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41.2

地方交付税
95億円

14.1

国県支出金
332億4,528万円

そ
10億

9.6

市債
22億990万円

22.9

市税 
52億8,286万円

4.9
億1,776万円

用料および 
数料など 

5

入金
5,424万円

入
万円

1.1

繰越金
億5,000万円

歳入
230億4,000万円

自主

［
30.7％

］依
存
財
源

3％］

平成 26年度の常陸太田市の予算はどのくらいなんですか？

230 億円！すごい！そんなにたくさんのお金はどこから
入ってくるんですか？

へえ。これだけお金が入ってく
れば常陸太田市は安心ですね。

それでは考えてお金を使わな
いといけないですね。

平成26年度  常陸太田市の予算
予算とは、１年間の収入と支出の計画です。市政がどのように行われているか、市民の皆さんに納
めていただいた税金がどのように使われ、効果が還元されていくのかを表したものといえます。
今年度の常陸太田市の予算はどのようになっているのか、その概要をご紹介します。

一般会計の歳入
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歳出
230億4,000万円

2.0

衛生費

4億4,977万円

9.8

民生費

22億5,214万円

0.1
2,924

15.5

教育費
35億7,223万円

4.6

農林水産業費
10億5,329万円

11.9

総務費
27億4,607万円

28.5
65億5,442万円

消防費

8.0

土木費

118億4,704万円円

13.9

公債費
32億394万円

0.1

その他
3,000万円

1.0

議会費
2億4,055万円

4.6

災害復

10億6,131万

平成 26年度当初予算
会計区分 平成 26年度予算額

一 般 会 計 230億 4,000万円

特
別
会
計

国民健康保険 60億 572万 1千円
後期高齢者医療 6億 3,824万 1千円
介護保険 53億 5,470万 1千円
下水道事業 12億 9,604万 1千円
農業集落排水事業 3億 4,808万 5千円
戸別合併処理浄化槽
設置整備事業 1億 4,848万 9千円

簡易水道事業 3億 1,431万 4千円
小　計 141億 559万 2千円

公
営
企
業
会
計

水道事業
会計

収益的支出 13億 2,964万 6千円
資本的支出 5億 7,595万 4千円

工業用水道
事業会計

収益的支出 6,691万円
資本的支出 3,613万 2千円

小　計 20億 864万 2千円
合　　計 391億5,423万4千円

 平成 26 年度予算
391億 5,423万 4千円

 一般会計
57.7％

 特別会計
34.1％

 企業会計
8.2％

 企業会計
5.2％

 一般会計
58.8％

 特別会計
36.0％

 平成 25 年度予算
401億 916万 6千円

400 億 

200 億

それでは限られたお金をどのよ
うに使う予定ですか？
ズバリ！平成 26 年度予算のポイ
ントを教えてください。

一般会計の歳出（目的別）

なるほど。災害対策や少子化人口減少対策など、いろいろなことに使われるんですね。
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３
月
１
日
か
ら
、
高
さ
１
０
０

ｍ
の
日
本
一
高
い
ブ
リ
ッ
ジ
バ
ン

ジ
ー
が
竜
神
大
吊
橋
で
始
ま
り
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ン
前
日
に
は
プ
レ

オ
ー
プ
ン
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
、

さ
ま
ざ
ま
な
方
が
ジ
ャ
ン
プ
に
挑

戦
。
安
全
祈
願
で
神
主
さ
ん
が
―
、

茨
城
の
平
和
を
守
る
〝
時
空
戦
士

イ
バ
ラ
イ
ガ
ー
Ｒ
〞
が
平
和
の
た

め
に
―
、
ま
た
観
光
客
が
大
勢
来

て
い
た
だ
け
る
よ
う
バ
ス
会
社
の

ガ
イ
ド
さ
ん
や
社
員
の
方
―
、
さ

ら
に
市
職
員
や
マ
ス
コ
ミ
関
係
者

も
次
々
に
ジ
ャ
ン
プ
。

こ
の
バ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
は
予

約
制
で
す
。
詳
し
く
は
バ
ン
ジ
ー

ジ
ャ
パ
ン
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w
.

bungyjapan.com
/

）。

３
月
24
日
、
東
日
本
大
震
災
で

被
災
し
た
市
役
所
金
砂
郷
支
所
の

建
て
替
え
工
事
が
完
了
、
金
砂
郷

地
区
の
町
会
長
な
ど
が
出
席
し
て

落
成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
久

保
市
長
は
、「
震
災
に
よ
り
壊
滅
的

な
被
害
を
受
け
た
庁
舎
も
無
事
に

完
成
し
ま
し
た
。
庁
舎
の
床
は
す

べ
て
段
差
が
な
い
よ
う
に
し
、
ま

た
無
料
の
ワ
イ
ヤ
レ
ス
通
信
サ
ー

ビ
ス
Ｗ
ｉ
‐
Ｆ
ｉ
（
ワ
イ
フ
ァ
イ
）

機
能
の
あ
る
自
動
販
売
機
も
設
置

し
て
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま

し
た
。

日
本
一
の
竜
神
バ
ン

ジ
ー
が
オ
ー
プ
ン

金
砂
郷
支
所
新
庁

舎
が
開
所

バスガイドさん㊨も飛んだー！

鉄骨プレハブ平屋建て。延べ面積は約 437 ㎡。
庁舎の壁には市内の木材を使用し、庁舎内の照
明は LEDで太陽光発電も利用

T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota

✿おめでとうございます

✿県北
地
域
う
ま
い
米
食
味
コ
ン
テ
ス
ト

２
月
19
日
、
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
で
「
平
成
25
年
度
県
北
地
域

う
ま
い
米
食
味
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
米
生
産
農

家
の
前
沢
孝
一
さ
ん
（
下
河
合
町
）
と
山
崎
正
光
さ
ん
（
徳
田
町
）

が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

前
沢
さ
ん
は
、「
色
々
な
方
の

お
話
を
聞
い
て
、
土
づ
く
り

の
大
切
さ
を
改
め
て
感
じ
ま

し
た
。
今
後
ま
す
ま
す
土
づ

く
り
を
努
力
し
て
い
き
た
い

で
す
」
と
語
り
、
山
崎
さ
ん

は
「
来
年
も
今
年
同
様
堆
肥

の
み
で
最
優
秀
賞
奪
還
を
狙

い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

山崎正光さん㊧、前沢孝一さん㊨

萩谷浩司さん

✿

✿

昨
年
、
東
京
都
江
戸
川
区

で
開
催
さ
れ
た
、
第
62
回
全

国
青
年
大
会
軟
式
野
球
の
部

に
お
い
て
、デ
ィ
ー
ン
ズ
（
根

本
洋
監
督
）
が
第
４
位
に
入

賞
し
ま
し
た
。
デ
ィ
ー
ン
ズ

は
、
全
国
大
会
に
２
年
連
続

３
回
目
の
出
場
で
す
。

こ
の
ほ
ど
開
催
さ
れ
た

第
２
回
茨
城
県
い
ち
ご
グ

ラ
ン
プ
リ
に
お
い
て
、
い

ち
ご
生
産
農
家
の
萩
谷
浩

司
さ
ん
（
藤
田
町
）
が
第

１
位
と
な
る
大
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

萩
谷
さ
ん
は
「
お
客
様

に
完
熟
の
お
い
し
さ
を
届

け
た
い
」
と
、
毎
年
栽
培

方
法
を
工
夫
し
、
庭
先
で

直
接
販
売
。
グ
ラ
ン
プ
リ

で
は
、
ほ
場
審
査
と
果
実

審
査
が
行
わ
れ
、
初
め
て

の
出
品
で
し
た
が
栽
培
技

術
と
果
実
品
質
が
高
く
評

価
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
青
年
大
会

で
第
４
位

い
ち
ご
グ
ラ
ン

プ
リ
で
第
１
位



9

３
月
８
日
、
パ
ル
テ
ィ
ホ
ー
ル

で
市
男
女
共
同
参
画
推
進
講
演
会

〝
笑
っ
て
い
る
父
親
に
な
ろ
う
〞

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

講
師
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー

リ
ン
グ
ジ
ャ
パ
ン
理
事
の
東
浩
司

氏
。
東
氏
は
自
分
の
実
体
験
か
ら

笑
顔
で
子
育
て
が
で
き
る
コ
ツ
を

集
ま
っ
た
方
た
ち
に
参
加
型
で
楽

し
く
講
演
。
笑
っ
て
い
る
父
親
に

な
る
コ
ツ
は
、
う
た
し
大
（
う
れ

し
い
／
楽
し
い
／
幸
せ
／
大
好
き

／
大
丈
夫
）
を
口
癖
に
す
る
こ
と
。

妻
に
言
っ
て
は
い
け
な
い
Ｎ
Ｇ

ワ
ー
ド
Ｎ
Ｏ
１
は
意
外
に
も
「
手

伝
っ
て
あ
げ
る
？
」
だ
そ
う
で
す
。

最
後
に
、
子
育
て
を
通
じ
て
地

域
に
踏
み
出
し
、「
イ
ク
メ
ン
か

ら
イ
キ
メ
ン
に
な
り
ま
し
ょ
う
」

と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

３
月
５
日
、
市
消
防
本
部
で
、

高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
と
し
た
住
宅
防

火
・
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
日
常
的
に
高
齢
者
世
帯
等
を

訪
問
介
護
さ
れ
て
い
る
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
皆
さ
ん
。
研
修
会
で

は
、
住
宅
火
災
の
主
な
出
火
原
因

か
ら
み
た
住
宅
防
火
の
ポ
イ
ン
ト

や
、
模
擬
地
震
の
激
し
い
揺
れ
の

中
で
訪
問
先
の
高
齢
者
を
保
護
す

る
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
学
習
。
ま

た
、
消
火
器
の
使
用
方
法
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
使
用
し
た
救
命
処
置
の
研
修

も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

２
月
26
日
、〝
子
育
て
上
手
常

陸
太
田
〞
案
内
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
じ
ょ
う
づ
る
さ
ん
」
が
、
子
育

て
上
手
常
陸
太
田
推
進
隊
の
宣
伝

部
長
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

本
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て
支

援
策
を
盛
り
込
ん
だ
冊
子
「
子
育

て
上
手
常
陸
太
田
」
に
登
場
す
る

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
「
じ
ょ
う
づ
る

さ
ん
」。

今
後
推
進
隊
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
、
宣
伝
部
長
と
し
て
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

３
月
９
日
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
、
常
陸
太
田
市
民

環
境
会
議
主
催
の
環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
テ
ー
マ
は
「
環
境
に
つ

い
て
、
楽
し
み
な
が
ら
学
び
考
え

る
」。
会
場
で
は
参
加
・
体
験
型

の
イ
ベ
ン
ト
が
数
多
く
行
わ
れ
、

訪
れ
た
多
く
の
市
民
の
方
は
、
改

め
て
環
境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
切

さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
春

の
火
災
予
防
週
間
に
あ
わ
せ
て
、

上
内
田
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
と
西
河

内
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
、

夜
間
の
火
災
予
防
広
報
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
活
動
は
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
当

た
り
、
年
２
回
の
春
と
秋
の
火
災

予
防
週
間
に
行
っ
て
い
ま
す
。
火

災
予
防
思
想
の
一
層
の
普
及
を
図

り
、
火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
高

齢
者
等
を
中
心
と
す
る
死
者
の
発

生
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、拍
子
木
を
叩
き
な
が
ら「
火

の
用
心
！
」
の
大
き
な
掛
け
声
で

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

男
女
共
同
参
画
推

進
講
演
会

住
宅
防
火・防
災

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修

子
育
て
上
手
常
陸

太
田
宣
伝
部
長
に

環
境
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル

婦
人
防
火
ク
ラ
ブ

が
火
災
予
防
広
報

講演する東浩司氏

心肺蘇生法を学ぶ

西河内婦人防火クラブ

地震体験車で揺れを実感

上内田婦人防火クラブ

子育て上手常陸太田推進隊の皆さんとじょうづるさん

【写真①】
久米小 6 年生
による環境学
習発表
【写真②】
手回し発電に
チャレンジ
【写真③】
新聞紙でエコ
バッグつくり
【写真④】
電気自動車の
バッテリーで
沸かしたお湯
でコーヒーを

①③
④②
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里
美
の
小
学
校
が
ひ
と
つ
に
賀
美
小
・
小
里
小
が
閉
校

４
月
か
ら
里
美
小
と
し
て
出
発

賀
美
小
学
校

小
里
小
学
校

３
月
22
日
、
賀
美
小
学
校
（
佐

藤
裕
校
長
）
の
閉
校
記
念
式
典
が

行
わ
れ
、
１
４
１
年
の
長
き
歴
史

に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
38
人
の
児
童
、
教

職
員
、
保
護
者
や
地
域
の
方
な
ど

大
勢
が
出
席
。
在
校
生
の
一
人
は

「
寂
し
い
け
れ
ど
、
思
い
出
は
楽

し
い
こ
と
ば
か
り
。
新
し
い
友
達

が
で
き
る
の
も
楽
し
み
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

３
月
22
日
、
小
里
小
学
校
（
和

田
健
児
校
長
）
で
閉
校
記
念
式
典

が
行
わ
れ
、
91
人
の
児
童
、
教
職

員
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
約

２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

和
田
校
長
は
、「
本
校
で
学
ん

だ
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
小
里
小

の
良
き
伝
統
を
里
美
小
に
引
き
継

い
で
、
勉
強
や
運
動
に
元
気
に
取

り
組
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
開
校
以
来
１
４
０
年
の
歩
み

に
終
止
符
を
打
ち
ま
し
た
。

思い出の校舎をバックに記念撮影

アトラクションとし
て里美華翠連による
ステージ（写真）や
茨城大学生による大
道芸が行われたバルーンリリース

小里小恒例のジャンケン列車で名残を惜しむ

お世話に
なった皆
さんへ感
謝状

地域の方ともちつき

校歌を熱唱
先生方にも花束
が贈られた

サプライズイベント
は先生方へお礼の手
紙。TV 番組の取材
もあった

T ＯＰＩＣＳCity events Hitachiota
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常陸太田市では 2013 年 10 陸太田アーティスト力隊力隊力隊力隊力隊力隊隊力隊隊事業事業事業事業事業事業業業事業事 の一の一の一の一の一ののののの 環として「常陸月から、地域おこししししししししし協し協し協し協協協協協協し協協協し協力力力 ・イン・レジ
デンス」が始まりました。アーティストインレジデンスとは、芸術家がある地域に一定期間滞在し、その地ストインンンンンンレジレジレジレジレジレジレジジデンデンデンデンンデンデンンスとスとスとスとスとスとスとスとスとス は、は、は、は、は、は、は、は、は、は、芸術家がある地デンデンデンデデンデンデデデデンデ 域
で制作活動を行う事業です。2013 年年 10 月かららミらミらミらミミらミミヤタヤタヤタヤタヤタヤタヤタタユキユキユキユキユキユキユキユキユキユキユキユキキ、1、1、1、、、、、、、1、1タタタタタタタタタタタタユユユユユユユユユ 1月より林友深が、水府地区に移住し、活動をが 開
始しています。2014 年４月からは　里美地区は、 末末末末末末末末末石真石真石真石真石真石真石真石真石真石真石真石真真真真真真真真真真真真真真真真ににににににに 弓弓弓弓弓弓弓弓弓弓弓弓がががががががが移移移移移移移移住し制作活動弓弓弓弓弓弓弓弓弓弓弓弓 開始します。を
　まずは 1 ンは何か、各自さまざま資資資資資資資資資資資資源と源と源と源と源と源と源と源と源と源と源と源と源と源と源と源と 、、、、コミココココココ ュニケーショ年間各地区に滞在し、芸術術とは、地域域域域域域域域資域資域資域資域資域域資域域資域資域域域 ととととととととととととと 、、、、とととととととは、は、ははははは、ははは、 な思いを
巡らせ、深く掘り下げ、地域 す。動動を動を動を動を動を動をさせていただきまの皆さんんと関わわりわりわりわりなななななななながながながながながながががながががががら活ら活ら活ら活ら活ら活ら活ら活ら活ら活ら活らら活動動動動動動動動動動動動動がががががががががらららららららららら

…と積極的に関わり茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨城城城城県城県城県県城県城県、関、関、関、関、関関関東、東、東、東、東、東、東、東 日本、世界　常陸太田という地を軸にしながらもも、茨城県県県県県 茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨茨城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県城県県北北北北北北、茨、茨、茨、茨茨、茨、茨茨、茨、茨茨、茨 、手探りでは
お願いします！！いいいいいいいいいいいいいいいきまききまきまきまきまきききききききききき す。す。す。す。す。どうどうどうどうどうどうどうぞよぞぞぞぞぞぞ ろしくおままままままままままままますすすすありますが、芸術だからこそできるコトを追究究し究し究し究していていていててていていいててててて ！

1 月「アートミーティング in 常陸太田」
全国各地で活躍しているアーティスト佐藤悠氏をゲス
トに迎え、アートイベントを実施。林友深、ミヤタユ
キの作品も展示。県外や市外各地から多くの方にご参
加いただきました。（会場：旧郡戸幼稚園）

3 月「旅の CAFE in 常陸太田」
茨城県観光物産協会の主催するイベント、旅の CAFE を
水府地区のこしらえ館で開催しました。県外や市外から
の参加者とアートワークショップをしたり、アートや子
育て、観光について意見しあう素晴らしい 1日でした。

2 月「親子アート教室 」 
太田進徳幼稚園で、3日間の親子ワークショッ
プを開催。3日目の年長さんは、親子 110 人以
上の参加でホールいっぱいの大きな海を制作。
今後も市内の教育機関等で、開催したいです。

壁画制作や再生商品開発、パッケージデザイン、イベントへの参加等、市内各地でさまざまな活動をしています。市民の皆さんと関わりながら、芸術に特化　　
した楽しく深みのある活動をしていきたいと思っています。アーティストへのお問い合わせは、市少子化・人口減少対策課までお願いします。
tel 0294-72-3111（内線 314・346）fax 0294-72-3002  　　ホームページ：hitachiota-air.com　FB ページ：facebook.com/air.hitachiota

1988年 神奈川県生まれ
2013年東京藝術大学 大学院
                美術研究科 先端芸術表現専攻修了

林 友深（はやしともみ）

絵画を中心に作品制作。
近年は、美術教育への働きかけも
行っている。絵の画面上にその瞬
間瞬間のすべてを表出させること
を心がけて　描いている。　物語を紡
ぐように現実とイメージを連鎖さ
せ、現象を動かそうと模索中。

1985年 茨城県水戸市生まれ
東京藝術大学 大学院
美術研究科 先端芸術表現専攻修士課程 在籍

ミヤタユキ

アーティスト、イラストレーター
ディレクター等、さまざまな立場
で芸術活動を展開。生活や日常、
その中で進化する　　　コミュニケーシ
ョンが芸術そのものである。とい
う考えのもと、内から外から柔軟
に変化する表現活動を模索中。

Vol.1

太
田
遺
産

梅
津
福
次
郎
関
係
資
料

梅
津
福
次
郎
は
、
明
治
13
年
に
23
歳
で
北
海

道
の
函
館
に
渡
り
、
商
売
を
始
め
て
大
成
功
を

お
さ
め
、
郷
里
の
常
陸
太
田
に
多
額
の
寄
付
を

し
ま
し
た
。

梅
津
福
次
郎
関
係
資
料
は
、
梅
津
会
館
建
築

の
際
の
当
時
の
設
計

図
面
や
、
寄
付
金

３
万
５
千
円
の
領
収

書
な
ど
の
書
類
や
写

真
等
２
８
１
点
か
ら

な
り
、
梅
津
家
の
ご

厚
意
に
よ
り
郷
土
資

料
館
で
寄
贈
を
受
け

ま
し
た
。

昭
和
９
年
11
月
22
日
の
福
次
郎
宛
て
の
太
田

町
長
か
ら
の
電
報
で
は
、
そ
れ
ま
で
東
三
町
に

あ
っ
た
役
場
を
西
二
町
に
変
更
す
る
こ
と
が
太

田
町
会
で
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
こ
と
を
報

告
し
、
翌
年
3
月
16
日
付
の
当
時
の
武
藤
常
介
太

田
町
長
か
ら
の
手
紙
に
は
、
第
1
回
分
と
し
て

５
千
円
を
受
け
取
っ
た
が
、
収
入
役
が
病
気
の
た

め
領
収
証
と
お
礼
が
遅
く
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
手
紙
な
ど
の

資
料
か
ら
、
当
時
の
太
田
町
役
場
建
設
に
当
た
っ

て
の
経
緯
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問 

文
化
課
（
内
線
５
４
３
）

市
郷
土
資
料
館
（
梅
津
会
館
）
は
、
耐
震
工

事
の
た
め
現
在
閉
館
中
で
す
。
今
年
秋
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を
お
楽
し
み
に
。

市
郷
土
資
料
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る

貴
重
な
資
料
を
紹
介

昭和 10 年 3月 16 日付の手紙
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今月の朝市は 4月 20 日日に市役所駐車場で開催します！

朝
市
に
は
手
芸
部

11
人
の
会
員
で
作
っ

た
季
節
も
の
の
帽
子

や
セ
ー
タ
ー
、
エ
プ

ロ
ン
な
ど
、
普
段
使

え
る
も
の
を
中
心
に

販
売
し
て
い
ま
す
。
ア
ク
リ
ル
の
た
わ
し

や
お
手
玉
な
ど
の
小
物
も
あ
り
ま
す
。
お

客
様
が
喜
ん
で
く
れ
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

買
っ
て
く
だ
さ
っ
た
も
の
を
身
に
着
け
た

お
客
さ
ま
を
街
で
見
か
け
る
と
、
嬉
し
く

て
つ
い
話
し
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
作
り

方
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
お
客
様
に
は
、

月
３
回
ほ
ど
の
私
た
ち
の
活
動
に
、
一
緒

に
や
り
ま
せ
ん
か
と
お
誘
い
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
主

事
業
で
生
産

し
た
野
菜
な

ど
の
販
売
も

し
て
い
ま
す
。

身
近
な
も
の
を
手
づ
く
り
で

安
心
し
て
オ
ス
ス
メ
で
き
る

も
の
だ
け
を

新
鮮
な
農
産
物
等
で
毎
回
好
評
の
常
陸
太

田
朝
市
。
魅
力
あ
る
商
品
を
発
信
す
る
出
店

者
の
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

農
政
課
（
内
線
６
１
５
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　

手
芸
部
部
長　

小
祝
千
代
子
さ
ん

手編みの帽子はデザイン
も素敵

農
薬
を
使

わ
ず
、
有
機

肥
料
で
自
家

製
栽
培
し

た
お
い
し

い
「
常
陸
秋

そ
ば
」
の
蕎
麦
粉
や
、
そ
の
蕎
麦
粉
か
ら

作
っ
た
ゆ
で
そ
ば
と
、
手
打
ち
の
う
ど
ん

な
ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
低
農

薬
で
育
て
た
お
米
や
も
ち
米
も
販
売
し
て

い
ま
す
よ
。
安
心
安
全
に
こ
だ
わ
り
作
っ

た
も
の
は
、
皆
さ
ん
に
も
安
心
し
て
オ
ス

ス
メ
が
で
き
ま
す
。
春
先
に
は
花
苗
や
野

菜
な
ど
も
低
価
格
で
提
供
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
今
年

も
お
い
し
い
野
菜
を
い
っ
ぱ
い
作
り
ま
す
。

や
ま
び
こ
農
場

安心して食べて
ください

さくらの甘酢漬け
今 は月

1

常陸太田の「旬」を感じるレシピを紹介！

　　　　　　　材料
八重桜（7分咲き）…100 ～ 150 ｇ
酢…桜の花がかぶるくらいの量
砂糖…小さじ 3
食紅（赤）…適量

✿✿✿

✿✿

レシピ
① 　八重桜の花を茎と一緒に枝から外し、軽くたた
きながらゴミを取り除く。
② 　①を蓋

ふた

付き容器に入れ、食紅を溶かした酢を完
全にかぶるくらい入れる。
③　②に砂糖を振り入れる。
④　押し蓋代わりに、桜の葉を上から乗せる。
⑤ 　水を入れたビニール袋を一番上に乗せて重石代
わりにする。
⑥ 　2～ 3日して、桜の花に酢が
　かぶっていない場合は酢を足す。
⑦　1年程暗所で保存し、出来上がり。

桜茶や桜ゼリーなどにして
お楽しみいただけます
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キ ラ リ 健 や かコ コ ロ と カ ラ ダ 問健康づくり推進課☎ 73-1212

日本人の３人に１人ががんで亡くなっています。
がん予防の基本は、生活習慣を見直し、がん検診を受けることです。
しかし、当市の胃がん・大腸がんの集団がん検診受診率は、右のグラフのとおり
低い値で、多くの方ががん検診を受けていない状況にあります。
１年に１回は検診を受診して、早期発見・早期治療をしましょう。

   

胃
が
ん

検
診
で
見
つ
か
る
胃
が
ん
の
約

70
％
が
早
期
の
胃
が
ん
で
す
。
早
期

発
見
・
早
期
治
療
を
す
れ
ば
、
胃
が

ん
は
今
や
「
治
る
が
ん
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

胃
が
ん
の
自
覚
症
状

胃
部
不
快
感
、
消
化
不
良
、
食

欲
不
振
、
食
習
慣
の
変
化

こ
ん
な
人
は
要
注
意

胃
が
ん
検
診（
Ｘ
線
造
影
検
査
）

空
腹
状
態
で
バ
リ
ウ
ム
を
飲
み
、

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
胃
の
内
部
を

Ｘ
線
で
撮
影
し
ま
す
。
胃
の
内
部
の

変
化
が
わ
か
る
の
で
、
が
ん
だ
け
で

な
く
、
胃
潰
瘍
や
胃
ポ
リ
ー
プ
な
ど

に
つ
い
て
も
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
こ
の
検
査
で
異
常
が
認
め
ら
れ

た
方
は
内
視
鏡
検
査
を
し
ま
す
。

がん検診を受けよう  ①
胃がん・大腸がん検診

0

20

40

60

80

100

H20

常陸太田市の胃がん・大腸がん検診
受診率（％）

10.3

13.6 13.6 13.1 15.9 15.6 16.5

10.1 9.1 8.1 8.1 8.2
H21

大腸がん
胃がん

H22 H23 H24 H25

検
診
結
果

平
成
25
年
度
に
集
団
検
診
を
受

け
た
方
は
１
６
８
０
人
、
そ
の
う
ち

２
０
８
人
（
12
・
３
％
）
の
方
が
精
密

検
査
が
必
要
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
に
は
、
胃
潰
瘍
や
胃
ポ
リ
ー
プ

と
診
断
さ
れ
た
方
も
含
み
ま
す
。

胃
が
ん
検
診

◇ 

日
程　

常
陸
太
田
（
５
月
）、

里
美
（
７
月
）、
水
府
・
金

砂
郷
（
９
月
）
に
実
施
予
定
。

詳
細
は
「
ひ
た
ち
お
お
た
お

知
ら
せ
版
」
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

◇
対
象　

30
歳
〜
79
歳
の
方

◇
自
己
負
担
額　

１
千
円

大
腸
が
ん
検
診

◇ 

日
程　

右
記
の
胃
が
ん
検
診

と
同
じ
で
す
。
詳
細
は
「
ひ

た
ち
お
お
た
お
知
ら
せ
版
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
対
象　

30
歳
以
上
の
方

◇
自
己
負
担
額　

５
０
０
円

   

大
腸
が
ん

食
生
活
の
欧
米
化
に
と
も
な
い
、

大
腸
が
ん
は
男
女
と
も
に
急
増
し
て

い
ま
す
。
食
生
活
を
見
直
し
、
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

大
腸
が
ん
の
自
覚
症
状

血
便
、
排
便
異
常
、
細
い
便
が

出
る
、
肛
門
か
ら
の
出
血

こ
ん
な
人
は
要
注
意

大
腸
が
ん
検
診（
便
潜
血
検
査
）

大
腸
が
ん
の
初
期
症
状
は
便
に

血
が
混
じ
る
こ
と
で
す
。
肉
眼
で
見

え
な
い
ほ
ど
の
少
量
の
出
血
で
も
発

見
で
き
ま
す
。
こ
の
検
査
で
出
血
が

認
め
ら
れ
た
方
は
、
内
視
鏡
検
査
ま

た
は
注
腸
Ｘ
線
検
査
を
し
て
、
が
ん

の
有
無
を
確
か
め
ま
す
。

検
診
結
果

平
成
25
年
度
に
集
団
検
診
を
受

け
た
方
は
３
３
９
０
人
、
そ
の
う
ち

１
５
５
人
（
４
・
６
％
）
の
方
が
精

密
検
査
が
必
要
と
診
断
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
に
は
、
大
腸
ポ
リ
ー
プ

や
痔
疾
患
等
と
診
断
さ
れ
た
方
も
含

み
ま
す
。
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 文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

ちょっと
寄り道

今
月
は
下
宮
河
内
町

来月は、下宮河内町
の「下 」つながりで、
西河内下町さんにお
願いします。

紹介者　
下宮河内町
根本一男さん

下宮河内町には、西金砂神社の旧社地に金砂
本宮神社があります。この神社は、大同元年（806
年）に創建。1年をとおしてさまざまな行事を
行っていますが、8月の盆夜祭では、15人の氏
子が、かなさ笑楽校入口から提灯で灯りをとも
します。また、来年の 3月には、第 199 回目
となる小祭礼が行われる予定です。この小祭礼
は、6年に一度、未年と丑年の年に天下泰平や
五穀豊穣を願って開催されているお祭りで、地
元の公民館から神社まで 50人程度の行列で「花
まとい」の入り繰り込みが行われ華やかです。

小祭礼    

久米町の将来構想図   
3 月 2 日、久米コミュニティセンターにおいて地元町会や子

どもたちなど 60 人が参加し、久米町の将来構想を話し合う「久
米の将来を考えよう」が行われました。参加者は 2班に分かれ
て話し合い「城めぐりコースを整備して看板や案内板を設けた
い」「高見台を作りたい」「子育てのために公園が欲しい」「お年
寄りと子どもたちの交流がしたい」などいろいろなアイデアが
出されました。石井彰町会長は、「子どもたちからたくさんの意
見が出て良かったです。町内が協力し合いながら地域づくりを
行いたいと思いますので、今後もたくさんの方に参加をいただ
きたいです」と語ってくれました。

  金砂本宮神社

いろいろなアイデアが出さ
れました

2班に分かれての話し合い 僕もお手伝いしたよ

民話マップ完成
 銀河ステーション文庫が制作を進めていた「民話マップ」が、こ
のほど完成しました。これは市の協力のもと制作したもので、常陸
太田地区に伝わる民話20話を、イラストや写真などを用いて分か
りやすく紹介しています。代表の石月ひろ子さんは、「長い民話を
編集するのに時間がかかりましたが、民話は命や子育ての大切さ、
本市の歴史などを教えてくれますので、ぜひ活用してください。ま
た、今後、金砂郷・水府・里美地区の民話マップも作っていきたい」
と話してくれました。この民話マップは、市の公共施設や小学校等
に配布し、おはなし会等でも使用する予定です。

これからも久米町を
盛り上げていきます

3 月 15 日には、民話マップ完
成記念として茨城民俗学会代表
今瀬文也氏による講演会を開催

銀河ステーション文庫の皆さん

銀河ステーション文庫
では、定期的に図書館
でのお話し会を開催し
ています。ぜひ遊びに
きてください
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2 年目の活動報告会

大学生×地域おこし

新たな一歩を踏み出します！

　　　　　　　　　　　3 月 18 日、
　　　　　　　　　　　神奈川の大
　　　　　　　　　　　学生3人が、
　　　　　　　　　　　「地域おこし
　　　　　　　　　　　の仕事が知
　　　　　　　　　　　りたい」と、
私の家に泊まりがけで見学に来まし
た。私の活動はまだ 5 カ月で、大し
た事をしたわけではありませんが、
まず地域おこしをする上での私の理
念「持続する仕組みづくり」と共に、
実施した内容と今後の計画を説明し
ました。その後、地域からの評判が
高い「手作りの里天下野」で昼食、
大吊橋を案内。さらに、移住者対策
やトレイルレース応援に奮闘いただ
いている地域の方のお話を聞き、活
動報告誌や特産品プロモーションな
どの情報発信の作業を手伝ってもら
いました。また、夕方からはすべて
茨城県産食材で夕食づくりをし、ご
近所の方とにぎやかに鍋を囲みまし
た。ご近所の方からは「今度はうち
に泊まってけ」という話をいただき、
また学生からは、地域おこしの課題
に対する意見や民泊事業をするに当
たって参考になる意見をたくさんも
らい、よい学びになりました。

常陸太田市に移住して 3 年間経ち
ました。お世話になった地域の方
に向けた最後の活動報告会を 3 月
13 日に開催し、3 年間のまとめと
これからの里美について考えまし
た。任期満了を迎えたメンバーそ
れぞれからお礼を申し上げます。
　【石川】「茨城に帰りたいという
単純な想いだけで地域に飛び込み
ましたが、里美を好きになれたこ
と、協力隊をやって良かったと思
えることが一番の喜びです」
　【笹川】「里美で過ごした 3 年間
は、自分にとってかけがえのない
宝物です。今はただ、たくさんの
感謝の中で始まりと終わりを迎え
ることができ、幸せでいっぱいで
す」
　【長島】「3 年間、本当にたくさ
んの方に支えられながら活動して
きました。『何に向かって働くの
か、生きるのか』ということを大
切に、これからもこの土地に関わ
り続けたいと思います」
これからは 3 人それぞれの形で地
域に関わっていきたいと思いま
す。3 年間ありがとうございまし
た！これからもよろしくお願いい
たします。

2 月 27 日に、地域の方に向けての
活動報告会を行いました。2 回目の
今回は、87 人という大変多くの方
にお越しいただき、感謝の気持ちで
いっぱいです。報告会では、今年度
に私たちが取り組んできた活動に加
え、活動の上で大切にしていること
や感じたこと、課題等をお伝えし、
活動状況や想いを地域の皆さんと共
有することができたと思います。3
年目の活動も、皆さんと一緒に地域
について考え、想いを共有しながら
進めていきたいと思います。

＜野嵜（新姓 佐川）隊員が卒業＞
「皆さん、2年間大変
お世話になりました。
自分の中で「地域お
こし」という言葉の
定義が定まらずに行
き詰まっている時、
支えてくれた人も相談に乗ってく
れた人も励ましてくれた人もみん
な地域の人でした。協力隊として
の活動は終わりますが、引き続き
市内に住みながら地域活動に携
わっていく予定でおりますので、
今後ともよろしくお願いいたしま
す。ありがとうございました！」

15
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第
１
回
市
議
会
定
例
会会

第《
専
決
処
分
の
承
認
》

▼ 

市
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も

の
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
…
市
長
・
副

市
長
の
給
料
減
額
に
伴
う
改
正

▼ 

市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
給
与
、

勤
務
時
間
及
び
そ
の
他
の
勤
務

条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
…
教
育
長
の
給
料
減
額
に
伴

う
改
正

《
条
例
の
制
定
》

▼ 

市
債
権
管
理
条
例
…
市
の
債
権

管
理
に
つ
い
て
統
一
的
・
効
率

的
な
事
務
処
理
を
行
い
、
体
制

強
化
を
図
る
た
め
制
定

▼ 

市
学
校
教
育
施
設
整
備
基
金
の

設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す

る
条
例
…
学
校
教
育
施
設
の
整

備
に
必
要
な
資
金
を
積
み
立
て

る
基
金
を
創
設
す
る
た
め
制
定

▼ 

市
安
全
な
飲
料
水
の
確
保
に
関

す
る
条
例
…
簡
易
専
用
水
道
等

に
関
す
る
事
務
が
県
か
ら
移
譲

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
制
定

▼ 

市
消
防
長
及
び
消
防
署
長
の
資

格
を
定
め
る
条
例
…
地
域
の
自

主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た

め
の
改
革
の
推
進
を
図
る
た
め

の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る

法
律
（
地
域
主
権
改
革
第
３
次

一
括
法
）
の
施
行
に
伴
い
制
定

《
条
例
の
一
部
改
正
》

▼ 

市
行
政
組
織
条
例
…
市
の
諸
課

題
に
的
確
に
対
応
す
る
体
制
整

備
等
を
行
う
た
め
改
正

▼ 

市
職
員
の
修
学
部
分
休
業
に
関

す
る
条
例
…
地
域
主
権
改
革
第

３
次
一
括
法
の
施
行
に
伴
い
改

正
▼ 

市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の

も
の
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に

関
す
る
条
例
…
地
域
社
会
に
お

け
る
共
生
の
実
現
に
向
け
て
新

た
な
障
害
保
健
福
祉
施
策
を
講

ず
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備

に
関
す
る
法
律
（
障
害
者
総
合
支

援
法
）
の
施
行
等
に
伴
い
制
定

▼ 

市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
…
人

事
院
の
給
与
等
に
関
す
る
報
告

に
準
じ
た
措
置
を
講
ず
る
こ
と

に
伴
い
改
正

▼ 

市
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
手

数
料
条
例
…
地
方
公
共
団
体
の

手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令

の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施

行
に
伴
う
改
正

▼ 

市
障
害
程
度
区
分
判
定
審
査
会

の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条

例
…
障
害
者
総
合
支
援
法
の
施

行
に
伴
う
改
正

▼ 

市
東
日
本
大
震
災
被
害
対
策
支

援
金
等
支
給
条
例
…
本
制
度
を

１
年
間
延
長
す
る
た
め
改
正

▼ 

市
法
定
外
公
共
物
管
理
条
例
…

法
定
外
公
共
物
に
係
る
規
定
整

備
の
た
め
改
正

▼ 

市
駐
車
場
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
…
鯨
ケ
丘
ト
ン
ネ
ル

駐
車
場
の
設
置
等
を
含
む
改
正

▼ 

市
営
住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
…
市
営
住
宅
の
一

部
の
用
途
廃
止
に
伴
う
改
正

▼ 

市
社
会
教
育
委
員
に
関
す
る
条

例
…
社
会
教
育
委
員
及
び
公
民

館
運
営
審
議
会
の
委
員
の
委
嘱

の
基
準
を
条
例
で
定
め
る
に
当

た
っ
て
参
酌
す
べ
き
基
準
を
定

め
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う

改
正

▼ 

市
青
少
年
問
題
協
議
会
設
置
条

例
…
地
域
主
権
改
革
第
３
次
一

括
法
の
施
行
に
伴
い
改
正

【 

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保

等
を
図
る
税
制
の
抜
本
的
な
改

革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
法
律（
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
法
）
等

の
施
行
に
伴
う
手
数
料
・
利
用

料
等
を
改
定
し
た
も
の
】

▼ 

市
ご
み
処
理
等
手
数
料
条
例

▼ 

市
総
合
福
祉
会
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
診
療
所
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

▼ 

市
健
康
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例

▼ 

市
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
営
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例

▼ 

市
営
里
美
斎
場
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
簡
易
水
道
事
業
給
水
条
例

▼ 

市
西
山
の
里
観
光
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
水
府
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
水
府
竜
神
ふ
る
さ
と
村
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
水
府
竜
神
観
光
施
設
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 
市
里
美
カ
ン
ト
リ
ー
牧
場
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
里
美
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
西
金
砂
そ
ば
の
郷
、
西
金
砂

湯
け
む
り
の
郷
及
び
物
産
セ
ン

タ
ー
こ
め
工
房
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
金
砂
ふ
る
さ
と
体
験
交
流
施

設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例

▼ 

市
水
府
竜
の
里
公
園
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
総
合
交
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
水
と
土
ふ
れ
あ
い
の
里
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
都
市
公
園
条
例

▼ 

市
下
水
道
条
例

▼ 

市
地
域
下
水
道
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
水
道
事
業
給
水
条
例

▼ 

市
工
業
用
水
道
事
業
給
水
条
例

▼ 

市
郷
土
文
化
保
存
伝
習
施
設
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
運
動
公
園
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例

▼ 

市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
交
流
セ
ン
タ
ー
ふ
じ
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
水
府
総
合
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

平
成
26
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら
20
日
ま
で
開

か
れ
、専
決
処
分
２
件
、議
案
80
件
、議
員
提
案
４
件
に
つ
い
て
審
議
。

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
、
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。



17

▼ 

市
里
美
文
化
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 
市
ふ
る
さ
と
の
森
マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
コ
ー
ス
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
水
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
西
金
砂
杜
の
湯
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
春
友
手
づ
く
り
工
芸
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

る
条
例

▼ 

市
工
芸
交
流
セ
ン
タ
ー
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

▼ 

市
梨
木
平
工
芸
の
森
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例

《
条
例
の
廃
止
》

▼ 

市
福
祉
住
宅
設
置
及
び
管
理
に

関
す
る
条
例
…
市
福
祉
住
宅
の

用
途
廃
止
に
伴
う
廃
止

▼ 

市
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン
タ
ー

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

…
市
自
然
休
養
村
管
理
セ
ン

タ
ー
利
活
用
終
了
に
伴
う
廃
止

《
契
約
の
締
結
》

▼ 

茨
城
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無

線
及
び
高
機
能
消
防
共
同
指

令
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
請
負

契
約
…
一
般
競
争
入
札
に
よ
り

80
億
９
２
８
万
円
で
契
約
（
市
負

担
額
２
億
４
２
３
５
万
６
千
円
）

《
市
道
の
認
定
》

▼ 

市
道
路
線
の
認
定
…
道
路
整
備

等
に
伴
い
２
路
線
を
認
定

《
平
成
25
年
度
補
正
予
算
》

▼ 

一
般
会
計
（
第
９
号
）
…
穀
物

乾
燥
調
整
施
設
整
備
補
助
金

１
億
５
９
０
万
８
千
円
を
追
加

▼ 

一
般
会
計
（
第
10
号
）
…
学

校
施
設
耐
震
改
修
工
事
費
等

３
２
５
３
万
８
千
円
を
追
加

▼ 
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
第

３
号
）
…
４
６
４
万
円
を
減
額

▼ 

介
護
保
険
特
別
会
計（
第
３
号
）

…
６
６
３
９
万
７
千
円
を
追
加

▼ 

下
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
４
号
）

…
６
７
２
６
万
３
千
円
を
減
額

▼ 

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計（
第
４
号
）

…
３
８
０
万
２
千
円
を
減
額

▼ 

戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整

備
事
業
特
別
会
計
（
第
２
号
）

…
５
５
２
５
万
７
千
円
を
減
額

▼ 

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計（
第
３
号
）

…
７
０
０
万
円
を
減
額

▼ 

水
道
事
業
会
計
（
第
３
号
）

《
平
成
26
年
度
当
初
予
算
》

▼ 

一
般
会
計
、
特
別
会
計
（
国

民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢

者
医
療
・
介
護
保
険
・
下
水

道
事
業
・
農
業
集
落
排
水
事

業
・
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
設

置
整
備
事
業
・
簡
易
水
道
事

業
）、
企
業
会
計
（
水
道
事
業
・

工
業
用
水
道
事
業
）
…
総
額

３
９
１
億
５
４
２
３
万
４
千
円

（
詳
細
は
６
〜
７
ペ
ー
ジ
）

《
人
事
案
件
》

▼ 

常
陸
太
田
市
副
市
長
の
選
任
…

宮
田
達
夫
氏
を
選
任

▼ 

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

…
安
西
典
子
氏
を
推
薦

《
議
員
提
案
》

▼ 

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
向
け
た
環
境
整
備
及
び
地

域
に
お
け
る
取
り
組
み
へ
の
支

援
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
…

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
に
向
け
た
環
境
整
備
と
地
域

に
お
け
る
取
り
組
み
へ
の
支
援

を
行
う
よ
う
政
府
に
要
望

▼ 

微
小
粒
子
状
物
質
（
Ｐ
Ｍ
２
・

５
）
に
係
る
総
合
的
な
対
策
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

…
微
小
粒
子
状
物
質（
Ｐ
Ｍ
２
・

５
）
に
係
る
総
合
的
な
対
策
を

推
進
さ
れ
る
よ
う
政
府
に
要
望

▼ 

市
長
の
専
決
事
項
の
指
定
内
容

の
変
更
…
市
の
債
権
・
債
務
等

に
つ
い
て
迅
速
か
つ
効
率
的
に

処
理
を
行
う
た
め
、
専
決
処
分

事
項
の
指
定
内
容
を
変
更

▼ 

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
…
市
議
会
議
員
の
定
数
の
改

正
等
に
伴
い
、
常
任
委
員
会
委

員
の
定
数
の
見
直
し
と
委
員
会

の
所
管
す
る
部
を
改
正

平
成
26
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
同
意
を
受
け
、

宮
田
達
夫
氏
が
４
月
１
日
付
で
副
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

新
副
市
長
に
宮
田
達
夫
氏

こ
の
た
び
、
副
市
長
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
宮
田
達
夫
で
ご
ざ

い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
常
陸
太
田
市
で
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に
仕

事
が
で
き
ま
す
こ
と
は
誠
に
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
責
任
の

重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
胸
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
人
脈
、
経
験
そ
し
て
知
見
を
フ
ル
に
活

用
し
、市
政
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
12
月
１
日
に
は
、
１
市
１
町
２
村
の
合
併
に
よ

り
「
新
生
常
陸
太
田
市
」
が
誕
生
し
て
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。
先

輩
方
が
築
い
て
こ
ら
れ
た
基
盤
を
余
す
こ
と
な
く
受
け
継
ぎ
、
さ

ら
に
発
展
さ
せ
、
市
民
の
皆
様
が
「
太
田
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
う
こ
と
の
で
き
る「
ま
ち
」に
な
る
よ
う
、職
員
の
先
頭
に
立
っ

て
大
久
保
市
長
を
補
佐
し
、
精
一
杯
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
３
月
ま
で
の
８
年
間
は
、
東
京
に
て
企
業
の
方
々
と
仕
事

を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
４
月
か
ら
は
市
民
の
皆
さ
ん
と
直
接
向

き
合
う
仕
事
に
な
り
ま
す
。
何
か
と
不
慣
れ
で
ご
迷
惑
を
お
掛
け

す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
一
日
も
早
く
慣
れ
る
よ
う

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ル
】

昭
和
28
年
９
月
19
日
生

早
稲
田
大
学
教
育
学
部
卒
業

昭
和
51
年
４
月
に
茨
城
県
入
庁

国
際
交
流
課
、
広
報
広
聴
課
、
林

政
課
、
産
業
政
策
課
等
を
経
て

平
成
26
年
３
月
、
理
事
兼
産
業
立

地
推
進
東
京
本
部
長
で
退
職  

60
歳
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ス
ポ
ー
ツ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

（
敬
称
略
・
丸
数
字
は
順
位
）

第
７
回
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
・
親
子

ふ
れ
あ
い
大
会
﹇
２
月
23
日
／
大

里
ふ
れ
あ
い
広
場
周
辺
﹈

▼ 

親
子
（
小
学
１
年
）
の
部
﹇
子
・

親
﹈
①
興
野
愛
理
・
興
野
聖
人

（
賀
美
小
）
②
関
山
陽
希
・
関

山
徹
（
西
小
沢
小
）
③
中
野
珠

里
・
中
野
克
則
（
賀
美
小
）

▼ 

親
子
（
小
学
２
年
）
の
部
﹇
子
・

親
﹈
①
武
藤
稜
河
・
武
藤
聡
（
機

初
小
）
②
中
村
真
央
・
中
村
真

之
（
西
小

沢
小
）
③

川
西
夢
翔
・

川
西
健
汰

（
山
田
小
）

Information

▼ 

小
学
３
年
男
子
の
部 

①
鈴
木

南
於
斗
（
山
田
小
）
②
佐
藤
昭

太（
機
初
小
）③
田
中
優
至（
太

田
小
）

▼ 

小
学
３
年
女
子
の
部 
①
近
野

和
月
（
佐
竹
小
）
②
金
澤
光
（
西

小
沢
小
）③
矢
部
美
翔（
太
田
小
）

▼ 

小
学
４
年
男
子
の
部 

①
綿
引

海
斗
（
太
田
小
）
②
井
坂
佳
亮

（
郡
戸
小
）
③
後
藤
元
気
（
久

米
小
）

▼ 

小
学
４
年
女
子
の
部 

①
井
坂

佳
鈴
（
郡
戸
小
）
②
大
藤
美
紅

（
久
米
小
）
③
中
野
斐
好
璃
（
賀

美
小
）

▼ 

小
学
５
年
男
子
の
部 

①
大
内

悠
史
（
久
米
小
）
②
五
十
嵐
喬

信（
山
田
小
）③
後
藤
大
志（
久

米
小
）

▼ 

小
学
５
年
女
子
の
部 

①
小
林

叶
（
郡
戸
小
）
②
五
十
嵐
喬
香

（
山
田
小
）
③
中
村
萌
那
美
（
西

小
沢
小
）

▼ 

小
学
６
年
男
子
の
部 

①
生
熊

頼
（
機
初
小
）
②
石
川
諒
（
太

田
小
）
③
小
林
直
斗
（
山
田
小
）

▼ 

小
学
６
年
女
子
の
部 

①
久
保

木
玲
朱
（
世
矢
小
）
②
遠
藤
か

り
ん
（
小
里
小
）
③
舟
橋
奈
都

美
（
西
小
沢
小
）

▼ 

中
学
１
年
男
子
の
部 

①
塚
原

竜
太
郎
（
南
中
）
②
滝
川
胤
馬

（
水
府
中
）③
白
石
光（
瑞
竜
中
）

▼ 
中
学
１
年
女
子
の
部 

①
照
沼

柚
巴
（
瑞
竜
中
）
②
上
藤
香
奈

実（
峰
山
中
）③
真
木
絵
那（
世

矢
中
）

▼ 

中
学
２
・
３
年
男
子
の
部 

①
片

根
洋
平
（
瑞
竜
中
）
②
福
島
正

訓（
瑞
竜
中
）③
川
崎
瑠
唯（
瑞

竜
中
）

▼ 

中
学
２
・
３
年
女
子
の
部 

①
藤

田
瑠
里
花
（
太
田
中
）
②
阿
久

津
美
風
（
南
中
）
③
鈴
木
莉
歩

（
水
府
中
）

４月30日水 です

✿

✿

ご
支
援
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◇ 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
（
平

成
25
年
12
月
21
日
〜
３
月
20
日
受

入
分
）
匿
名
の
方　

１
万
円
／

匿
名
の
方　

５
万
円
／
匿
名
の

方　

６
５
１
８
円

　

義
援
金
累
計

   

１
億
２
０
５
万
４
８
５
６
円

◇ 

善
意
あ
り
が
と
う

　

 

い
ば
ら
き
コ
ー
プ
生
活
協
同
組

合 

様
＝
新
小
学
１
年
生
へ
（
６

校
分
）　

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

２
４
５
枚

 
　 
太
田
警
察
署
・
太
田
地
区
交
通

安
全
協
会 

様
＝
新
中
学
１
年
生

へ　

反
射
材
４
８
０
個

８
年
間
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

梅
原
副
市
長
が
退
任

梅
原
勤
副
市
長
が
任
期
満
了

に
伴
い
、
３
月
31
日
付
で
退
任

さ
れ
ま
し
た
。

梅
原
氏
は
、
平
成
18
年
４
月

に
助
役
に
就
任
、
そ
の
後
平
成

19
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に
伴

い
副
市
長
と
な
り
、
２
期
８
年

間
、
市
政
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
ま
し
た
。

第
28
回
Ｂ
＆
Ｇ
会
長
杯
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
大
会
﹇
２
月
27
日
（
決

勝
戦
）
／
水
府
海
洋
セ
ン
タ
ー
体

育
館
﹈

①
中
東
Ｂ　

②
和
久
や
わ
ら
ぎ
会

③
茅
根
丸
山
会
Ｂ

第
36
回
市
近
郊
中
学
校
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
（
女
子
の
部
）

﹇
３
月
２
日
／
山
吹
運
動
公
園
市

民
体
育
館
・
太
田
二
高
体
育
館
﹈

①
峰
山
中　

②
太
田
中　

③
緒
川

中　

③
大
宮
中

　 

㈱
常
陽
銀
行 

様
＝
新
小
学
１

年
生
へ　

防
犯
ブ
ザ
ー
３
６
０

個
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Information
平
成
26
・
27
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
料
率
が
決
定
し
ま
し
た

平
成
26
年
第
１
回
茨
城
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例

会
に
お
い
て
、
平
成
26
年
度
お
よ

び
平
成
27
年
度
の
保
険
料
率
と
賦

課
限
度
額
が
下
記
の
と
お
り
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

保
険
料
率
は
県
内
一
律
で
す
が
、

医
療
費
の
動
向
等
を
ふ
ま
え
て
２

年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。
今
回

の
見
直
し
は
、
保
険
料
率
は
据
え

置
き
と
な
り
ま
し
た
が
、
賦
課
限

度
額
が
２
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

な
お
、
平
成
26
年
度
の
保
険
料

額
は
、
７
月
中
旬
以
降
に
納
入
通

知
書
等
に
よ
り
通
知
し
ま
す
。

平成 26・
　    27 年度

（参考）平成
24・25 年度

保険料
均等割額 39,500 円 39,500 円

所得割率 8.00％ 8.00％

保険料の賦課限度額
（上限額） 57 万円 55 万円

【保険料の計算方法】
被保険者全員が等しく負担する「均

等割額（応益分）」と被保険者の所得に
応じて決まる「所得割額（応能分）」の
合計です。上限額は年額 57万円になり
ます。なお、所得の低い方は、世帯の
所得水準により保険料が軽減されます。

１年間の保険料額
（100 円未満切捨て）

均等割額
39,500 円

＋
所得割額

（前年中の総所得金額等－ 33 万円
（基礎控除額））×　8.00％

＝

問 保険年金課年金医療係（☎内線 117・118）

保険料率等の状況

問 

健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
内
☎
73
‐
０
０
９
０
／
FAX 

73
‐
１
２
３
０
）

15
分
間
以
上
「
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ
」
で
〝
か
ら
だ
〞
を
動

か
し
ま
す
。
そ
の
後
、
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
参

加
人
数
・
ス
ポ
ー
ツ
時
間
等
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

徳
島
県
阿
波
市

＊ 

昨
年
は
岐
阜
県
羽
島
市
と
対
戦
し
、
参
加
率
40
・
9
％

対
43
・
３
％
で
惜
し
く
も
敗
れ
て
い
ま
す
。

今
年
も
、健
康
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
レ
ン

ジ
デ
ー
２
０
１
４
に
参
加
し
ま
す
!!

市
で
は
「
誰
も
が
健
康
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
、

毎
日
の
運
動
習
慣
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

と
き

と
こ
ろ

対
象

５
月
28
日
水　
午
前
０
時
〜
午
後
９
時

常
陸
太
田
市
内
で
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
（
自
宅
・
職
場
・
学
校
・

運
動
施
設
・
公
園
な
ど
）

当
日
市
内
に
い
る
方
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容

対
戦
相
手

﹇
人
口
﹈約
４
万
人

﹇
面
積
﹈約
１
９
１
㎢

〝
阿
波
踊
り
〞
の
強
敵
！

（
６
回
目
）
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市職員の人事異動
□
定
期
人
事
異
動

（
４
月
１
日
付 

カ
ッ
コ
内
は
旧
）

◉
部
長
級　

総
務
部
長
（
総
務
部

次
長
兼
総
務
課
長
）
植
木
宏
／
政

策
企
画
部
長
（
政
策
推
進
室
長
）

加
瀬
智
明
／
保
健
福
祉
部
長
兼
福

祉
事
務
所
長
（
企
画
課
長
）
西
野

千
里
／
農
政
部
長
（
文
化
課
長
）

滑
川
裕
／
商
工
観
光
部
長
（
産
業

部
長
）樫
村
浩
治
／
建
設
部
長（
県

河
川
課
長
補
佐
）
生
田
目
好
美
／

上
下
水
道
部
長
（
財
政
課
長
）
井

坂
光
利

◉
次
長
・
参
事
級　

市
民
生
活
部

次
長
兼
環
境
政
策
課
長
兼
放
射
能

対
策
室
長
（
環
境
政
策
課
長
兼
放

射
能
対
策
室
長
）
岡
本
一
美
／
金

砂
郷
支
所
統
括
（
金
砂
郷
産
業
建

設
課
長
）
安
豊
／
水
府
支
所
統
括

（
水
府
企
画
総
務
課
長
）
菊
池
武
／

里
美
支
所
統
括
（
里
美
産
業
建
設

課
長
）
白
石
栄
里
／
出
納
室
参
事

兼
出
納
室
長
〈
会
計
管
理
者
〉（
高

齢
福
祉
課
長
）
斎
藤
広
美

◉
課
長
級　

総
務
部
総
務
課
長

（
企
画
課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
）

笹
川
雅
之
／
総
務
部
財
政
課
長

（
財
政
課
財
政
係
長
）
畠
山
卓
也

／
総
務
部
契
約
管
財
課
副
参
事
兼

管
財
係
長
（
契
約
管
財
課
長
補
佐

兼
管
財
係
長
）
坂
爪
優
／
総
務
部

納
税
課
長
（
納
税
課
納
税
係
長
）

小
泉
秀
明
／
総
務
部
防
災
対
策
課

長
（
総
務
課
長
補
佐
兼
総
務
行
政

係
長
）
岡
部
光
洋
／
政
策
企
画
部

企
画
課
長
（
政
策
推
進
室
主
任
企

画
員
）
柴
田
道
彰
／
政
策
企
画
部

少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
課
長
（
企

画
課
少
子
化
・
人
口
減
少
対
策
係

長
）
福
田
洋
昭
／
政
策
企
画
部
情

報
政
策
課
長
（
秘
書
課
主
査
兼
秘

書
係
長
）
髙
木
道
安
／
市
民
生
活

部
市
民
課
長
（
農
業
委
員
会
事
務

局
次
長
兼
農
地
係
長
）
小
又
好
洋

／
市
民
生
活
部
清
掃
セ
ン
タ
ー
副

参
事
兼
業
務
係
長
（
市
民
協
働
推

進
課
副
参
事
兼
市
民
相
談
室
長
）

安
紀
昭
／
保
健
福
祉
部
福
祉
事
務

所
高
齢
福
祉
課
長
（
金
砂
郷
企
画

総
務
課
長
）
岡
﨑
泰
則
／
農
政
部

農
政
課
長
（
産
業
部
農
政
課
長
）

菊
池
昇
／
農
政
部
販
売
流
通
対
策

課
長
（
生
産
拡
大
・
商
品
開
発
推

進
室
長
）
武
藤
範
幸
／
商
工
観
光

部
商
工
振
興
・
企
業
誘
致
課
長
（
商

工
観
光
課
長
）
小
瀧
孝
男
／
商
工

観
光
部
観
光
振
興
課
長
（
企
画
課

副
参
事
）
生
天
目
忍
／
上
下
水
道

部
下
水
道
課
長
（
下
水
道
課
副
参

事
）
樋
田
定
夫
／
金
砂
郷
支
所
金

砂
郷
地
域
振
興
課
長
兼
地
域
相
談

室
長
（
金
砂
郷
市
民
生
活
課
長
）

金
田
則
雄
／
水
府
支
所
水
府
地
域

振
興
課
長
兼
地
域
相
談
室
長
（
水

府
産
業
建
設
課
長
）
関
祥
一
／
里

美
支
所
里
美
地
域
振
興
課
長
兼
地

域
相
談
室
長
（
里
美
市
民
生
活
課

長
）
澤
野
秀
典
／
上
下
水
道
部
水

道
総
務
課
長
（
情
報
政
策
課
長
）

大
久
保
佳
明
／
教
育
委
員
会
文
化

課
長
兼
郷
土
資
料
館
長
兼
梅
津
会

館
長
（
情
報
政
策
課
長
補
佐
兼
広

報
広
聴
係
長
）
大
畠
敬
一
／
教
育

委
員
会
図
書
館
長
（
水
府
市
民
生

活
課
長
）
金
澤
栄
／
消
防
本
部
総

務
課
長
（
消
防
課
長
）
江
幡
正
紀

／
消
防
本
部
消
防
課
長
（
消
防
本

部
総
務
課
長
）
福
田
智
光

総
務
部
長
兼
政
策
企
画
部
長 

佐

藤
啓
／
保
健
福
祉
部
長
兼
福
祉
事

務
所
長 

塙
信
夫
／
上
下
水
道
部

長 
鈴
木
則
文
／
出
納
室
参
事
兼

出
納
室
長
（
会
計
管
理
者
） 

山
崎

弘
行
／
納
税
課
長 

飯
田
武
夫
／

里
美
企
画
総
務
課
長 

鈴
木
清
美

／
市
民
課
長 

橋
本
久
雄
／
水
道

総
務
課
長 

宇
留
野
悟
／
下
水
道

課
長 

笹
原
勲
／
図
書
館
長 
寺
門

幸
枝
／
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
館
長 

木
村
実
／
清
掃
セ
ン
タ
ー
副
参
事

兼
業
務
係
長 

西
野
修
一
／
里
美

市
民
生
活
課
長
補
佐
兼
市
民
生
活

係
長 

佐
川
佳
正
／
用
地
管
理
課

長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長 

薄
井

好
明
／
環
境
政
策
課
主
査
兼
係
長 

田
中
富
雄
／
金
砂
郷
市
民
生
活

課
主
査
兼
保
険
福
祉
係
長 

廣
木

博
／
水
府
市
民
生
活
課
主
査 

飯

田
哲
也
／
社
会
福
祉
課
主
査 

川

和
靖
子
／
水
府
産
業
建
設
課
主
査 

菅
宮
美
代
子
／
里
美
産
業
建
設
課

主
査
兼
建
設
係
長 

生
熊
彰
矩
／

生
涯
学
習
課
主
査 

根
本
加
代
子

／
水
道
総
務
課
主
幹 

根
本
敦
子

／
宮
ノ
脇
保
育
園
主
任
保
育
士 

豊
田
や
よ
い
／
太
田
進
徳
幼
稚
園

教
頭 

井
坂
成
子
／
幸
久
幼
稚
園

長 

大
内
弘
子
／
太
田
進
徳
幼
稚

園
教
諭 

金
澤
薫
／
す
い
ふ
保
育

園
用
務
員 

岩
間
年
江
／
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課
技
手 

木
村
誠
／
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師 

鈴
木
洋

子
／
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
師  

井
上
由
紀
子

税
務
課
主
事 

塙
雄
紀
／
企
画
課

主
事 

関
根
綾
香
／
環
境
政
策
課

主
事 

江
幡
知
紗
／
保
険
年
金
課

主
事 

中
村
早
百
合
／
農
政
課
主
事 

赤
津
圭
子
／
観
光
振
興
課
主
事
兼

金
砂
郷
地
域
振
興
課
主
事　

佐
川

真
衣 □

新
規
採
用  （
４
月
１
日
付
）

□
退
職
（
３
月
31
日
付
）



21

まちの話題 my town news 

3 月 1 日～ 31 日、古いたたずまいを残す鯨ケ丘地
区で、第 6回スロータウン鯨ケ丘ひなまつりが開催さ
れました。訪れる人たち
にゆったりとした時間と空
間を楽しんでいただこうと、
鯨ケ丘商店会約 40 店舗が
思い出のおひなさまを約
120 セット飾り、湯茶の
サービスやスタンプラリー
を行いました。

2月 22 日から 3月 23 日まで、西山の里桃源で恒例
の「梅まつり」が開催。期間中は、ひな飾り・つるし
雛展示や岩間聡子さんによる津軽三味線ミニコンサー
トなどがありました。春う
ららかな中、庭園には約 70
本の紅白の梅が咲き誇り、
訪れた観光客を楽しませて
いました。

3月 16 日、小島町で市消防団金砂郷支団の第 8分
団詰所落成披露
が行われました。
地元の皆さんや
消防関係者、県・
市議会議員など
が出席し、新た
な地域防災拠点
の完成を祝いました。

3月 11 日、本市出身のバイオリニストで、イギリス
を中心に活躍中の牛

うし

草
くさ

春
はる

さんが、所属する弦楽四重奏
団・ドルシネア
クァルテットと
ともに、JR 常陸
太田駅コミュニ
ティスペース等
でミニコンサー
トを行いました。

　※ 同スペースは、コンサートや作品展など多目的に貸し出し
を行っています。 都市計画課（内線 229）

3 月 1 日、松栄子ども会や町
会が中心になり作った大草

わら じ

鞋を
鎌倉の高徳院に奉納しました。
これは、「大仏様に日本中を行
脚してもらい、万民を幸せにし
てほしい」との願いから 1951
年に開始。以来 3年に 1度、草
鞋の制作と奉納を続けています。

3 月 23 日、天神林町集
落センターにおいて天神ば
やし体験練習教室が開催さ
れました。天神ばやし保存
会の方は「初めてバチを持
つ子たちにも気持ちよく太
鼓を打ってもらいたい」と
熱心に指導していました。

晏如庵での光圀
公のゆかり話

2階建ての消防詰所。写真㊨は 2階

常陸太田駅を包むやさしいメロディ。
中央左が牛草さん

しっかりバチをにぎってね

バラエティ豊かなひな人形
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上高倉町

花園神社

二十三夜尊

不動の滝

湯草のカヤの木

湯草公民館

②

①

③

④

⑤スタート・ゴール

Ｎ

山田川

至大子町

至水府支所

鍋足山へ

公民館が高倉院跡地だ
ったことから、花園神
社までの途中に石仏な
どが多く見られる

花園神社

二十三夜尊

普段は水量が少なく幻の
滝と言われているが、高
さがあり水量の多い時に
はかなりの迫力がある

湯草公民館の入口に市
指定天然記念物のカヤ
の木が立っている。樹
齢約 400 年

高倉院跡地で、元は高倉
小学校上高倉分教場だっ
たが、今は地元の公民館
として使用されている

湯草のカヤの木

北茨城市の花園神社の
分社で、年に 2度祭礼
が行われている

湯草公民館
不動の滝

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の身近な
ウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られていない名所や
素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いてみませんか。

市内の自然・史跡や特産品なども交えて見所をお伝えしながら、地元の
身近なウォーキングコースを紹介していきます。地元の意外と知られて
いない名所や素晴らしい自然、見所を巡りながら、皆さんもぜひ歩いて
みませんか。く　   く 35

 
文化課エコミュージアム推進室（内線 541）

標高は 529m。山頂は 3
つに分かれ、鍋をふせた
ときの形に似てみえるた
め、鍋足山と言われるよ
うになった

鍋足山からの眺め

②
③

① ⑤ 
④ 

距離：約6km   所要時間：3時間（鍋足山まで）
距離：約2km   所要時間：1時間（不動の滝まで）

✿
✿

✿✿

✿✿✿

✿

✿

✿
✿✿

✿
✿✿

✿
✿✿

✿

✿
✿

✿
✿

✿ ✿
✿

✿

✿
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全
校
児
童
91
人
は
、「
動
き
出
す
水
府
っ

子
」
を
め
ざ
し
て
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
生

活
し
て
い
ま
す
。 『
動
き
出
す
子
』
と
は
、

「
進
ん
で
考
え
る
子
」「
笑
顔
で
思
い
や
る

子
」「
健
康
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
子
」
の

こ
と
で
、
豊
か
な
体
験
や
人
と
の
か
か
わ

り
の
中
で
、
主
体
的
に
判
断
し
、
よ
り
よ

く
問
題
を
解
決
で
き
る
児
童
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

4 年生が寒空の下で星の観察

  6 年生が圷太鼓を披露

3年生が親子で町田焼きに挑戦

5年生が 1年生の先生

北中  野球部 太田中  吹奏楽部

　

太
田
中
吹
奏
楽
部
は
、
１
年
生
14

人
、
２
年
生
８
人
。
部
長
の
緑
川
風

香
さ
ん
は
、「
吹
奏
楽
は
、
仲
間
と

共
に
音
楽
を
作
り
上
げ
る
も
の
。
一

人
は
み
ん
な
の
た
め
に
、
み
ん
な
は

一
人
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。
新
入
部
員
も
募
集
中
。
楽
器
が

初
め
て
で
も
、
興
味
が
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
入
部
し
て
く
だ
さ
い
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
顧
問
の
西
脇
美
恵
子

先
生
（
取
材
時
）
は
、「
生
徒
に
は
、

自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
考
え
る
力

を
養
う
指
導
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

練
習
で
は
生
徒
が
自
律
的
に
計
画
を

立
て
て
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

　

部
員
は
女
子
１
人
を
含
む
２
年
生

５
人
、
１
年
生
５
人
の
少
数
精
鋭
。

そ
の
先
頭
に
立
つ
塩
谷
昂
人
キ
ャ
プ

テ
ン
は
、「
い
つ
も
声
を
出
し
て
、

試
合
で
負
け
て
も
声
で
は
負
け
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
総
体
で
の
目

標
は
県
北
大
会
出
場
。
こ
れ
か
ら
み

ん
な
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
て
臨
み
た

い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

顧
問
の
長
山
駿
先
生
は
、「
人
数
が

少
な
い
の
で
、
準
備
・
練
習
な
ど
を

お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を
こ
れ
か
ら

も
大
切
に
し
て
ほ
し
い
。試
合
で
は
、

ま
ず
自
分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と

が
大
事
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

小
規
模
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
児
童

一
人
ひ
と
り
を
生
か
す
体
験
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。
縦
割
り
班
活
動
で
は
、
６
年

生
を
リ
ー
ダ
ー
に
清
掃
や
ゲ
ー
ム
大
会
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
異

学
年
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
を
学
年
の
組
み

合
わ
せ
を
代
え
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
高
学
年
が
低
学
年
に
ド
リ
ル
学
習

を
中
心
に
勉
強
を
教

え
る
「
は
な
ま
る
学

習
会
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
教
え
る
方

も
教
わ
る
方
も
生
き

生
き
と
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

Vol.12our school life

■
児
童
数
91
人

学
区
内
に
は
、「
町
田
焼
研
究
会
」「
圷

太
鼓
保
存
会
」
の
方
々
や
書
き
初
め
や
そ

ば
打
ち
、
星
空
観
察
の
指
導
を
し
て
く
だ

さ
る
方
、
農
業
の
話
を
し
て
く
だ
さ
る
方

な
ど
、
多
く
の
人
材
が
学
校
教
育
に
係
っ

て
く
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
豊
か
な

体
験
活
動
を
と
お
し
て
、
地
域
の
文
化

や
伝
統
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
担

い
手
と
し
て
成
長

し
て
い
け
る
よ
う

に
、
保
護
者
、
地

域
、
学
校
が
連
携

し
、
協
力
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま

す
。
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表紙に
よせて

子育て上手常陸太田推進隊宣伝部長の「じょうづるさん」（関連記事
P9）。さっそく久米幼稚園にお邪魔して園児と一緒に遊びました。

　◇ 対象　市内に住所を有する平成 25 年 6 月生まれの
お子さん（6月号掲載分）

　  ◇応募締切　5月 7日水
　 ◇ 必要事項　お子さんの氏名（ふりがな）・性別・生
年月日・住所、応募者（保護者）の氏名・電話番号

　◇ その他　メールの場合は写真データを添付してくだ
さい（ＪＰＥＧ形式で 3ＭＢ以内）。応募された写
真は返却しませんのでご了承ください。

　申  問情報政策課広報広聴係（〒 313-8611 常陸太田
市金井町 3690 ／メールアドレス　joho2@city.
hitachiota.lg.jp ／内線 303・304）

4 月で１歳です！
元気
に

すく
すく

三浦諒
り き た

希汰くん
4月 18日（大平町）

飛田壮
そうま

真くん
4月 28日（馬場町）

宮﨑真
ま ゆ

由ちゃん
4月 8日（木崎一町）

小田部大
やまと

和くん
4月 12日（西三町）

宇野零
れ い

惟くん
4月17日（天神林町）

高星煌
き ら

来くん
4月 8日（大中町）

関川颯
そうし

士くん
4月 2日（金井町）

高山花
はな

ちゃん
4月 10日（真弓町）

1

常陸太田の「旬」を感じるレシピを紹介！

おめでとう！
はじめての


